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行った。絶対構造が明らかとなった二成分をそれぞれverlamelin A、verlamelin Bと名付けた。 










生合成に関る遺伝子として、それぞれvlmA、 vlmB、 vlmC と名付けた。verlamelinの生合成中間体である5-ヒドロキ
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1.  Lecanicillium sp. MAFF635047 株の培養液から既知の抗真菌リポペプチド化合物 verlamelin 及び、その新
規類縁体を単離し、詳細な構造解析を行った。これまでに報告されている verlamelin の構造解析はスペクトル
データが不十分であり、構造は曖昧なままであったが、本研究によりその絶対構造が明らかとなった。これに
より verlamelin の脂肪酸部分構造は 5(S)-ヒドロキシテトラデカン酸であることが明確となった。 




 以上のように、本論文は verlamelin 並びに新規類縁体の絶対構造及び生合成メカニズムを解析したものである。
本論文により verlamelinの脂肪酸部分構造が他のリポペプチド生合成経路に類を見ない水酸化脂肪酸の形で供給さ
れることが示されたことは、糸状菌におけるリポペプチド生合成に関する新たな知見を与えるものであるといえる。
また verlamelin は植物病原菌に生育阻害活性を示す化合物であることから、本研究により得られた verlamelin 生
合成遺伝子の情報は、より汎用的、効果的な微生物農薬の開発に繋がる可能性がある。 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
